












研究目的 

1.近年の胎児診断の発達とともに,子宮内胎児治療が行なわれるようになってきた。しかし,

胎児治療とくに外科的胎児治療は 1980 年代になって初めておこなわれるようになったた

め,その適応・要約・技術的問題点さらには倫理問題が未解決である。そこで,まずどのよ

うな胎児診断・治療が我国および諸外国で実施されているかを調査し、どのような胎児疾

患が治療の対象となるか,またその成功率および予後はいかがかを検討し,各疾患について

の子宮内治療の必要性の有無を考察した。 

Ⅱ.実際の症例にあわせて各研究協力機関でハイリスク胎児の治療法開発をおこなった。 

治療法の開発には,実際の技術開発と,その基礎となる診断法および胎児の生理機能の研究

が必要である。各協力者は基礎研究として,胎児心電図採取法の開発,胎児採血による胎児

血分析,胎児の免疫能の研究および胎盤での物質輸送の基礎的研究をおこない。胎児治療の

裏付けをおこなった。そして,胎児治療法として,無心体双胎の血流遮断の開発と非免疫性

胎児水腫にたいし胎児腹水中へのアルブミン注入,胎児輸液・輸血,胎児腹水穿刺などの治

療をおこない,その効果を検討した。 


